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関数ｸﾞﾗﾌｿﾌﾄ GRAPES（ﾌﾘｰｿﾌﾄ）を利用した教材

『四角形の面積の公式から三角形の面積の公式へ』

● 四角形の２つの対角線のなす角が 90°の場合

左図の四角形ＡＢＣＤ（たこ形）の面積Sは、

ACBD
2

1
S です。

(面積)＝(対角線)×(対角線)÷２ です。

しかし、ややイメージがわきにくいようです。

そこで、左図のように、

ＢＤに平行で点Ａを通る直線，点Ｃを通る直線，

ＡＣに平行で点Ｂを通る直線，点Ｄを通る直線

を引き、水色の長方形を考えれば、

四角形ＡＢＣＤの面積は、

水色の長方形の面積の半分となります。

C
つまり、

四角形ＡＢＣＤの面積は、

左図の△ CBA  の面積と同じになります。

よって、 CABA
2

1
S 

ACBD
2

1
 となります。

A B (面積)＝(底辺)×(高さ)÷２ です。

ＡＣ

ＢＤ
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同様に、

● 四角形の２つの対角線のなす角がθの場合

左図の四角形ＡＢＣＤの面積Sは、

sinθACBD
2

1
S です。

しかし、ややイメージがわきにくいようです。

そこで、左図のように、

ＢＤに平行で点Ａを通る直線，点Ｃを通る直線，

ＡＣに平行で点Ｂを通る直線，点Ｄを通る直線

ＡＣ を引き、水色の平行四辺形を考えれば、

四角形ＡＢＣＤの面積は、

水色の平行四辺形の面積の半分となります。

ＢＤ

C
つまり、

四角形ＡＢＣＤの面積は、

左図の△ CBA  の面積と同じになります。

よって、  sinCABA
2

1
S

sinθACBD
2

1
 となります。

A B

もっとイメージを豊かにするために、

関数ｸﾞﾗﾌｿﾌﾄ GRAPES（ﾌﾘｰｿﾌﾄ）を利用し、

四角形ＡＢＣＤの面積が、連続的に等積変形を

しながら△ CBA  の面積と同じになることを、

視覚的に理解できるようにしました。
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● 四角形の２つの対角線のなす角が 90°の場合 ● 四角形の２つの対角線のなす角がθの場合

三角形の面積の公式 ACBD
2

1
S sinθACBD

2

1
S
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ちなみに、くさび形も紹介しておきます。

● 四角形の２つの対角線のなす角が 90°の場合 ● 四角形の２つの対角線のなす角がθの場合

ACBD
2

1
S sinθACBD

2

1
S

この他にも、関数ｸﾞﾗﾌｿﾌﾄを利用した教材を作りませんか？


